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新東部浄水場建設工事が竣工となり、

地元東小学校の児童が施設見学を行

いました。児童たちは、最新の設備を

食い入るように見ていました。最後

は、浄化された水道水を試飲し、「おい

しい！」との声があがりました。

広報



長
野
県
の
町
と
村
が
集
ま
り
会

議
を
開
い
て
い
る
町
村
会
で
は
、

私
は
産
業
経
済
部
会
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
自
治
体
か
ら
県
へ
の
要

望
な
ど
を
取
り
ま
と
め
る
の
で
す

が
、
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
他
の
自

治
体
か
ら
議
題
が
出
ま
し
た
。
私

も
将
来
的
な
ス
キ
ー
場
の
存
続
に

つ
い
て
の
危
機
感
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
内
ほ
ぼ
全

て
の
ス
キ
ー
場
で
老
朽
化
が
問
題

に
な
っ
て
お
り
、
県
と
し
て
も
リ

フ
ト
や
ゴ
ン
ド
ラ
の
設
備
更
新
な

ど
に
つ
い
て
、
将
来
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
視
野
に
入
れ
て
調
査
を
進
め

て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
観
光
税
に
つ
い
て
も
調

査
・
検
討
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

観
光
税
に
つ
い
て
は
、
国
が
違
う

の
で
扱
い
が
異
な
り
ま
す
が
、
ベ

イ
ル
町
で
は
リ
フ
ト
税
、
宿
泊
税

な
ど
を
お
客
様
か
ら
徴
収
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
財
源
に
し
て
バ
ス

の
無
料
化
や
、
街
中
の
融
雪
道
路

朝
晩
が
冷
え
て
き
て
、
久
し
ぶ

り
に
冬
を
思
い
出
し
ま
す
ね
。
こ

れ
か
ら
本
格
的
な
冬
が
来
る
と
思

う
と
、
嬉
し
い
よ
う
な
、
あ
の
暑

い
日
々
が
恋
し
い
よ
う
な
。
人
間

と
い
う
の
は
勝
手
な
も
の
で
す
。

©＠ butabulo

国
際
友
好
交
流
協
定
を
結
ん
で

い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ロ
ラ
ド

州
・
ベ
イ
ル
町
を
山
ノ
内
町
代
表

団
を
組
織
し
て
訪
問
し
て
き
ま
し

た
。
別
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
報
告
し

ま
す
が
、
ベ
イ
ル
町
の
町
長
さ
ん

に
と
て
も
暖
か
く
ウ
ェ
ル
カ
ム
し

て
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
で
話
し
合
い
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
再

タ
イ
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
イ
ベ
ン
ト
に

行
っ
て
き
ま
し
た

ほ
な
み
保
育
園
の
園
児
が
役

場
前
に
植
え
て
あ
る
リ
ン
ゴ
の

収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
リ

ン
ゴ
の
木
は
、
密
雲
区(

中
国)

と
友
好
交
流
提
携
を
結
ん
だ
時

に
密
雲
区
の
訪
問
団
と
植
樹
し

た
も
の
で
す
。
収
穫
し
た
リ
ン

ゴ
は
、
町
内
の
保
育
園
の
ほ
か
、

友
好
交
流
都
市
提
携
を
結
ん
で

い
る
玉
村
町(

群
馬
県)

に
送
り
ま

し
た
。
（
収
穫
の
様
子
は
、
27

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

リ
ン
ゴ
を
送
り
ま
し
た

渋
温
泉
旅
館
組
合
が
タ
イ
の
バ

ン
コ
ク
で
開
れ
る
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ(

日

本
政
府
観
光
局)

が
主
催
す
る
旅

行
フ
ェ
ア
に
出
展
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
応
援
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

週
末
し
か
ア
テ
ン
ド
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
本
当
に
イ
ベ
ン
ト

に
来
て
い
る
人
の
多
さ
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
タ
イ
で
は
日

本
旅
行
が
人
気
、
と
い
う
の
を
自

分
の
目
で
見
て
、
実
感
で
き
ま
し

た
。
渋
温
泉
と
山
ノ
内
町
の
情
報

も
人
気
で
、
最
終
日
を
待
た
ず
に

持
っ
て
行
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

品
切
れ
に
な
る
と
い
う
人
気
っ
ぷ

り
で
し
た
。
ブ
ー
ス
の
モ
ニ
タ
ー

で
は
夏
祭
り
に
来
て
く
れ
た
タ
イ

の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
で
、
山
ノ

内
町
の
観
光
大
使
で
あ
る
Ｃ
Ｇ

Ｍ
（
チ
ェ
ン
マ
イ
）
48
が
町
内
を

散
策
す
る
映
像
を
流
し
、
タ
イ
の

方
々
に
山
ノ
内
町
を
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
タ
イ
は
物
価

が
安
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
す

が
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
食

事
を
す
る
と
日
本
と
大
し
て
変
わ

ら
な
い
物
価
で
し
た
。

町
村
会
産
業
経
済
部
会

©＠ butabulo

ベ
イ
ル
町
訪
問

湯
田
中
駅
前

山
ノ
内

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
！

新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
観
光
局
」
の
１
つ
目
の
事

業
と
し
て
、
湯
田
中
駅
前
に
観
光

案
内
所
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
コ

ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
き
た
こ
の
冬

は
、
昨
年
よ
り
も
多
く
の
外
国
人

観
光
客
が
見
込
め
る
の
で
、
ま
ず

は
観
光
案
内
や
お
土
産
販
売
、
荷

物
預
か
り
な
ど
を
湯
田
中
駅
前
で

行
い
ま
す
。
ま
だ
予
算
や
人
員
が

揃
っ
て
い
な
い
の
で
、
正
式
稼
働

は
来
年
の
4
月
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
い
ま
や
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
は

世
界
中
の
誰
も
が
知
る
日
本
の

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
町
だ
か
ら
こ
そ
、
旅

行
者
に
は
良
い
思
い
出
も
持
っ
て

帰
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
山
や
温

泉
、
果
樹
な
ど
の
山
ノ
内
町
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
も
駅
前
の
観
光
案
内
所
に
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

な
ど
を
維
持
管
理
し
て
い
ま
す
。

山
ノ
内
町
も
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

合
う
観
光
の
あ
り
方
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

開
さ
せ
、
自
治
体
同
士
も
情
報
交

換
を
進
め
ま
す
。
し
か
し
、
さ
す

が
全
米
ナ
ン
バ
ー
１
の
リ
ゾ
ー
ト

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ベ
イ

ル
町
。
見
習
う
べ
き
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

▶
ほ
な
み
保
育
園
園
児
た
ち
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冬
季
の
安
全
交
通
確
保
の
た
め

～町民の皆さまへお願い～

排
雪
場
は
こ
ち
ら
を

　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

排雪場利用について
◦�雪以外の物は捨てないでください。
◦�場内は徐行し、十分にご注意ください。
◦�使用前の事前連絡は不要です。

問建設水道課建設係　☎33-3114

除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

排雪場
ヘリポート

夜間瀬橋

至 中野市

至 須賀川 至 湯田中至 上条

❶路上駐車をしない
道路に1台でも路上駐車されてい
ると作業が遅れ、周辺の除雪がで
きなくなります。特に、深夜から早
朝にかけて路上駐車
をしないよう、ご協
力をお願いします。

❷各戸出入口等は各家庭で除雪を
夜間から早朝までの短い時間で
生活道路を除雪するには、雪を道
路の両側に振り分けるしかありま
せん。最大限残さないよう努めま
すが、玄関先などの除雪にご協力
をお願いします。

❸除雪車には近づかない
除雪車の周囲は運転手から見え
づらく、大変危険です。安全のため
作業車の30m以内には近寄らな
いでください。また付近を通行す
る際には注意・徐行をし、無理な
運転は控えてください。

❻凍結防止剤を配布します
町では歩行時の転倒・スリップ防
止などの対策として、各区・組へ
凍結防止剤を配布
しています。必要な
場合は各区・組へお
問い合わせください。

❹道路や水路に雪を出さない
道路に雪を出すことは交通事故の
もとになります。ま
た、水路に雪を入れ
ると水路が詰まり、
建物への浸水や路
面が凍結する原因にもなりますの
で、水路には入れないでください。

❺歩車道の障害物に注意
道路に立木等が出ていると、除雪
の支障になり、積雪により通行者に
危険を及ぼす恐れがあります。冬に
備え、家の周りや畑等をご確認くだ
さい。また道路に支障物があると破
損・事故につながるので、道路上に
物を置かないでください。

除
雪　
　

到
来

シ
ー

ズ
ン
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５令和
年度

新東部浄水場 建設工事竣工

目では確認できない程の孔
あな

があい
た膜へ原水を通すことで濁り分な
どを取り除くことができる設備で
す。

〇活性炭吸着設備導入

水道水として配水する
にあたり必要な薬品を
注入する設備です。

浄水棟内の機器を動か
すための電気をまかな
うための設備です。

災害時など電気供給が
停止した場合でも水を
作るための設備です。

ろ過前の原水や、水道水とな
る浄水の水質を計測する設備
です。

新東部浄水場建設工事の竣工
を記念し、竣工式を開催しま
した。

炭の吸着作用を利用し、膜ろ過設
備では除去しきれない物質の除去
を可能とする設備です。

〇膜ろ過設備導入

〇薬品注入設備設置〇高圧受電設備設置〇非常用発電機設置

〇水質計器設置 〇竣工式開催

工　　　　　　期
新東部浄水場
　　建設工事費用
浄 水 処 理 水 量

令和２年７月～令和５年11月

２５億３，７００万円
５，５００ｍ３/日

4令和5年11月 広報



〜
新
東
部
浄
水
場

建
設
工
事
の
軌
跡
〜

 ＞

  ＞

  ＞

  ＞

２令和
年度

３令和
年度

４令和
年度

『安全でおいしい水道水を求めて』

　令和2年7月に着工した新東部浄水場建設工事が約４年の建設期間を経て竣工しました。当初は令和4年
12月の完成予定でしたが、世界情勢の影響により1年の工期延長となりました。この度、施設が完成した
ことで、これまでは大雨等の影響により水道水が濁

にご

り、ご迷惑をおかけすることがありましたが、最新鋭
のろ過設備により濁りの除去が可能となりました。これからは、より安全でおいしい水道水を供給し、町
民の皆さんや来町されるお客様方にも喜んでいただけるよう努めてまいります。

新東部浄水場 建設工事竣工

〇工事着工

〇浄水棟基礎
　コンクリート打設

浄水場のろ過設備等を
設置する建屋が完成し
ました。

浄水場建設地の確保にご協力いただき、工
事の無事故・無災害を祈念し安全祈願祭を
開催しました。その後、敷地造成から新東
部浄水場建設工事がスタートしました。

〇浄水棟建設

浄水棟建設地の地盤強化
のため、地下へコンク
リートを打設しました。

〇PC配水池建設
浄水場で作った水
を貯めるタンクを
建設しました。
（2,600m3）

建設中

完成

造成前

造成後

5 令和5年11月 広報



基準日：令和5年4月1日現在　期間：令和4年4月1日～令和５年3月31日を原則　問総務課庶務文書係　☎33-3111

町の人事行政の運営等の状況

採用者数
男 女 計

５ ５ 10

１．職員の任免および職員数に関する状況
（１）採用職員の状況（令和４年度）

（２）職員の退職の状況

退職者数
定年退職 勧奨退職 普通退職 懲戒免職 計

６ １ ３ ０ 10

　（３）部門別職員数の状況（各年４月１日現在）
区　　分 職員数（人） 対前年

増減数部　　門 ４年 ５年

一般

行政

議　会 ２ ２ ０
総　務 31 31 ０
税　務 13 13 ０
民　生 49 49 ０
衛　生 10 12 ２

農林水産 10 10 ０
商　工 14 12 △２
土　木 10 11 １

計 139 140 １
教　　　育 15 14 △１
普 通 会 計 154 154 ０

公営
企業

等

水　道 6 6 ０
下水道 3 3 ０
その他 11 11 ０

計 20 20 ０
合　　　　計 174 174 ０

２．職員の給与の状況
（１）人件費の状況（令和 4年度普通会計決算）

（注）職員共済費、議員報酬、町長・副町長の給与が含まれます。

歳 出 額 (A) 人 件 費 (B) 人件費率 (B/A)
80億 4,213万円 14億 5,549万 3千円 18.1％

（２）一般行政職平均給料月額と平均年齢
平均給料月額 平均年齢
    298,500円 41.7歳

（３）職員給与費の状況（令和５年度一般会計当初予算）

（注）職員手当には、退職手当を含みません。

職員数 (A) 給　　　　与　　　　費 1人当たりの
給与費 (B/A)給　料 職員手当 うち期末・勤勉手当 計 (B)

157人 5億 4,759万 6千円 3億 8,308万 9千円 2億 2,085万 5千円 9億 3,068万 5千円 592万 7千円

（４）国との給料月額の水準比較（ラスパイレス指数）の状況

（注）１ラスパイレス指数は、国家公務員の給料を 100とした場合の町職員の給与水準を示したものです。

平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
93.8 94.2 95.4 95.3 92.4

（５）一般行政職の級別職員数の状況
職務の級 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計

標準的な職務内容 主　事 主　任 主　査 ・係長等
・副主幹

・課長等
・主　幹

・課長等
・副参事

・課長等
・参　事

職員数 18人 20人 19人 33人 7人 3人 ０人 100人
構成比 18.0％ 20.0％ 19.0％ 33.0％ 7.0％ 3.0％ 0.0％ 100％

（６）職員手当の状況
期末・勤勉手当支給の内容

期末手当 勤勉手当
6月期 1.275月分 0.95月分

12月期 1.275月分 0.95月分
計 2.55月分 1.9月分

退職手当支給の内容
自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続 25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続 35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度 47.709月分 47.709月分

※手当にはほかに、扶養手当、寒冷地手当、時間外手当、通勤手当、住居手当、管理職手当などがあります。

6令和５年11月 広報



（７）特別職の報酬等の状況
区 分 給料・報酬月額 期末手当

町　長 775,000円

6月 1.65月 、 12月 1.65月
合計　3.3月

＊期末手当基礎額算出時、給料・報酬
月額に100分の40の加算措置あり

副町長 638,000円
教育長 559,000円
議　長 282,000円
副議長 213,000円

常任委員長
議会運営委員長 200,000円

議　員 192,000円

３．職員の勤務時間その他の勤務条件
（１）職員の勤務時間（標準的なもの）

1週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休息時間 休憩時間
38時間 45分 8:30 17:15 なし 12:00～ 13:00

（２）年次休暇の取得状況（令和 4年 1月 1日～令和 4年 12月 31日）

（注）　育児休業者は除く
平均取得日数 8.93日

（３）育児休業の状況

＊休暇には、年次休暇、療養休暇、介護
休暇、特別休暇があります。

取得者数 前年度から引き
続いている者男性 女性

0 9 5

４．職員の分限および懲戒処分の状況
（１）処分者数

分限処分：職員がその職責を十分に果たすことができない場合に、公務能
率の維持をするため職員に責任を負わせる処分です。

懲戒処分：一定の義務違反に対し職員の道義的責任を明らかにし、公務に
おける規律と秩序を維持するための処分です。

分限処分者数 懲戒処分者数
降任 休職 免職 計 失職 戒告 減給 停職 免職 計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

５．職員の服務の状況
職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力を挙げてこれに専念しなければならないとさ
れており、①職務命令等に従う義務、②信用失墜行為の禁止、③守秘義務、④職務専念義務、⑤政治的行
為の制限、⑥争議行為等の禁止、⑦営利企業等の従事制限を課しています。

６．職員の研修および人事評価の状況
（１）研修の状況

町以外が主催する研修会 ： 新規採用職員研修、コーチング研修　など 17研修
町独自に開催した研修 　： 人権研修、特定個人情報保護研修　など   5研修

（２）人事評価の状況
①評価の基準日および対象期間

基準日 対　　象　　期　　間
3月 31日 前年の 10月 1日から当該年の 3月 31日まで
9月 30日 当該年の 4月 1日から 9月 30日まで

７．職員の福祉および利益の保護の状況
健康診断の状況：健康診断、各種がん検診、メンタルヘルスなど

②被評価者および評価者の区分
評価者

被評価者 第 1次評価者 第 2次評価者 調整評価

保　育　士 主任保育士 園長 健康福祉課長・子ども支援係長
主任保育士 園長 子ども支援係長 健康福祉課長
園　　　長 子ども支援係長 健康福祉課長 副町長

一　般　職（副主幹含む） 係長等 課等の長 副町長または教育長
係　長　等（主幹含む） 課等の長 副町長または教育長 評価審査会

課 等 の 長（参事・副参事含む） 副町長・教育長 評価審査会
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10
月
４
日
（
水
）、
町
文
化
セ
ン

タ
ー
で
戦
没
者
追
悼
式
を
と
り
行
い

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
町
主
催
の
式

典
お
よ
び
町
・
町
遺
族
会
共
催
の
懇

親
会
の
２
部
構
成
で
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
。

式
典
に
は
、
関
係
者
95
名
が
出
席

し
ま
し
た
。
平
和
親
善
大
使
（
山
ノ

内
中
学
生
）
の
広
島
平
和
学
習
に
お

け
る
活
動
報
告
や
「
平
和
の
町
宣
言
」

の
朗
読
、
参
列
者
全
員
に
よ
る
献
花

等
を
行
い
、
御
霊
を
追
悼
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
互
い
に
盃
を
交
わ
し

な
が
ら
平
和
へ
の
思
い
を
確
か
め
合

い
ま
し
た
。

8令和5年11月 広報

寄
り
添
っ
て
、
半
世
紀
。

10
月
25
日
（
水
）、
町
文
化
セ
ン

タ
ー
で
合
同
金
婚
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
昭
和
48
年
に
結
婚

さ
れ
50
年
の
節
目
を
迎
え
た
ご
夫
妻

５
組
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
前
に
は
、
金
婚
者
・
理
事

者
等
に
よ
る
記
念
撮
影
を
行
い
、
式

典
で
は
、
町
長
か
ら
ご
夫
婦
へ
祝
い

状
や
記
念
品
等
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

金
婚
者
代
表
の
山や

ま
ざ
き﨑

廣ひ
ろ
い
ち一

・
恵え

み

こ
美
子

ご
夫
妻
（
宇
木
三
）
か
ら
は
、
50

年
を
振
り
返
り
な
が
ら
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
町
在
住
の
民
俗

芸
能
家
の
中な

か
の野
哲の

り
よ
し良
さ
ん
を
お
招
き

し
、
創
作
舞
台
を
披
露
い
た
だ
き
ま

し
た
。

令
和
５
年
度

参
加
さ
れ
た
夫
婦
（
順
不
同
）

小こ
ば
や
し林 

 

毅
た
け
し

様

芳よ
し
え江

様

児こ

だ

ま玉 
 

永な
が
ひ
さ久

様

 
 

美み

さ

こ

佐
子
様

小こ
ば
や
し林 

 
和か

ず
の
り德

様

 
 

り
つ
子こ

様

山や
ま
ざ
き﨑 

 

廣ひ
ろ
い
ち一

様

 
 

恵え

み

こ

美
子
様

德と
く
た
け竹 

 

計け
い
じ
ろ
う

二
郎
様

 
 

栄え

い

こ子

様

ご
都
合
に
よ
り
参
加
い
た
だ
け

な
か
っ
た
夫
婦

（
氏
名
公
表
承
諾
者
の
み
・
順
不
同
）

児こ

だ

ま玉 
 

武た
け
し

様

 
 

澄す

み

こ子

様

小お

ね

ざ

わ

根
澤  

弘ひ
ろ
む

様

 
 

文ふ

み

こ子

様

綱つ
な
し
ま島 

 

嘉よ
し
は
る治

様

 
 

万ま

り

こ

里
子
様

岩い

わ

と戸 
 

剛つ
よ
し

様

 
 

紀の

り

こ子

様

湯ゆ

も

と本 
 

信の

ぶ

お雄

様

 
 

さ
と
子こ

様

小こ
ば
や
し林 

 

和か

ず

お雄

様

 
 

幸さ

ち

こ子

様

小こ
ば
や
し林 

 

久ひ

さ

お夫

様

 
 

曉あ

け

み美

様

小こ

じ

ま嶋 
 

武た

け

お雄

様

 
 

久く

に

こ

仁
子
様

横よ
こ
さ
わ沢 

 

富と
み
し
げ繁

様

 
 

芳よ

し

こ子

様

小こ

さ

か坂 
 

善よ
し
の
ぶ信

様

 
 

曉あ

け

み美

様

令
和
５
年
度

山
ノ
内
町
戦
没
者
追
悼
式



脳卒中予防③

「家庭血圧測定」で脳卒中予防

問健康福祉課　健康づくり支援係　☎ 33-3116
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【
功
労
表
彰
】

竹た
け
ふ
し節

義よ
し
た
か孝（

横
湯
四
）

山
ノ
内
町
長
と
し
て
16
年
に
わ
た

り
町
行
政
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

西に
し

宗そ
う
す
け亮（
吉
沢
）

町
議
会
議
員
と
し
て
12
年
に
わ
た

り
町
行
政
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

布ふ

せ

や

施
谷

裕ひ

ろ

み泉（
下
須
賀
川
）

町
議
会
議
員
と
し
て
12
年
に
わ
た

り
町
行
政
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

髙た
か
や
ま山

祐ゆ
う
い
ち一（
湯
ノ
原
一
）

町
議
会
議
員
と
し
て
12
年
に
わ
た

り
町
行
政
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

【
善
行
表
彰
】

木き

む

ら村

惠え

つ

こ

津
子（
東
京
都
）

町
立
蟻
川
図
書
館
施
設
整
備
の
た

め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た
功
績

11
月
8
日
、
令
和
5
年
度
行
政
功
労
者
・
町
民
栄
誉
章
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
受
賞(

章)

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

江え

ぐ

ち口

澄す

み

お夫（
湯
ノ
原
二
）

悪
質
商
法
・
振
り
込
め
詐
欺
等
防

止
協
力
員
と
し
て
15
年
間
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
た
功
績

佐さ

と

う藤

秀ひ

で

こ子（
熊
の
湯
）

悪
質
商
法
・
振
り
込
め
詐
欺
等
防

止
協
力
員
と
し
て
15
年
間
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
た
功
績

髙
田

は
つ（
金
倉
）

悪
質
商
法
・
振
り
込
め
詐
欺
等
防

止
協
力
員
と
し
て
15
年
間
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
た
功
績

土つ

ち

や屋

富と

み

お夫（
脚
気
の
湯
）

悪
質
商
法
・
振
り
込
め
詐
欺
等
防

止
協
力
員
と
し
て
15
年
間
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
た
功
績

富と
み
お
か岡

重し

げ

お雄（
新
湯
田
中
）

悪
質
商
法
・
振
り
込
め
詐
欺
等
防

止
協
力
員
と
し
て
15
年
間
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
た
功
績

呉く

れ

は羽

政ま

さ

お男（
吉
沢
）

悪
質
商
法
・
振
り
込
め
詐
欺
等
防

止
協
力
員
と
し
て
15
年
間
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
た
功
績

割わ

り

た田

久ひ

さ

お雄（
湯
河
原
一
）

悪
質
商
法
・
振
り
込
め
詐
欺
等
防

止
協
力
員
と
し
て
15
年
間
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
た
功
績

江え

ぐ

ち口

博ひ
ろ
ゆ
き之（

元
湯
二
）

悪
質
商
法
・
振
り
込
め
詐
欺
等
防

止
協
力
員
と
し
て
15
年
間
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
た
功
績

德と
く
た
け竹

德の
り
し
げ重（

表
落
合
）

悪
質
商
法
・
振
り
込
め
詐
欺
等
防

止
協
力
員
と
し
て
15
年
間
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
た
功
績

井い

で出

久ひ

さ

や也（
湯
ノ
原
一
）

納
期
内
納
税
推
進
協
議
会
会
長
と

し
て
９
年
７
か
月
に
わ
た
り
尽
力

さ
れ
た
功
績
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児こ

だ

ま玉

悠ゆ
う
さ
く作

　
　（
東
京
都
・
渋
大
湯
出
身
）

第
25
回
ア
ジ
ア
選
手
権
第
２
位
ブ

タ
ペ
ス
ト
2
0
2
3
世
界
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
出
場

関せ
き

真し

ん

じ二（
湯
河
原
二
）

特
別
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス

キ
ー
競
技
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

５
㎞ 
ク
ラ
シ
カ
ル

第
１
位

笠か
さ
は
ら原

ひ
な

　
　（
千
葉
県
・
滝
の
湯
出
身
）

秩
父
宮
杯
・
秩
父
宮
妃
杯
第
96
回

全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
15
㎞ 
ク
ラ
シ
カ
ル

第
１
位

吉よ
し
い
け池

泰た

い

ち一（
中
須
賀
川
）

令
和
４
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
第
72
回
高
等
学
校
ス

キ
ー
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
４

×
10
㎞ 
リ
レ
ー
第
１
位

黒く
ろ
い
わ岩

桔き
っ
ぺ
い平（

安
代
）

令
和
４
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
第
72
回
高
等
学
校
ス

キ
ー
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
４

×
10
㎞ 
リ
レ
ー
第
１
位

山や
ま
も
と本

悠ゆ

う

き貴（
沢
）

令
和
４
年
度
全
国
中
学
校
総
合
体

育
大
会
第
60
回
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
ア
ル
ペ
ン
G
S
第
１
位
、

J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
2
0
2
3
全
国
ジ
ュ
ニ

ア
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
ア
ル
ペ
ン

G
S
第
１
位

▶
受
賞(

章)

者
代
表
の
西
氏
に
よ

る
謝
辞

2

広報やまのうちに広告を掲載しませんか

有料広告募集中！
申込方法、料金等については
町ホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください。

問総務課企画係　☎ 33-3111

ふるさと寄附金「“オラ”のふるさと応援貨」

10月に寄附をいただいた方(敬称略)  415件総額  30,890,000円 
了承をいただいた方のみ掲載しています。
大切に使わせていただきます。ありがとうございました。

末
吉

亨

飯
田

勇
一

樋
渡

慶
一

大
久
保

勝
行

青
木

信
也

杉
山

徹

成
瀬

永

佐
藤

淳
一

笠
間

康
弘

土
屋

信
行

亀
井

達
也

八
木

淳
史

岩
元

英
治

山
口

和
幸

荘
林

高
人

梶
原

一
彦

原
田

賢
吉

金
子

則
子

上
田

健
二
朗

葦
苅

豊

日
留
川

昇

岩
月

一
郎

王

正
貫

篠
﨑

弘

福
嶋

要
一

片
岡

辰
夫

武
末

信
春

笠
井

隆
一

布
施

宏
明

山
田

洋
次

小
林

充
子

佐
藤

節

柳
田

実

金
子

恭
久

佐
々
木

一
雄

渡
邉

哲
治

晝
間

謙
佑

久
道

和
子

山
口

慶

手
塚

貴
雄

福
田

勝
子

湯
本

政
徳

茂
木

亨
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問山ノ内消防署　☎33-3119

「全国防火ポスターコンクール　佳作」 
「岳南危険物・防火管理協会
防火ポスターコンクール中学生の部最優秀賞」
山ノ内中学校１年 関　桜香さん

北信ヤクルト中野営業所の協力により、啓発標
語を掲示したバックで町内各地へ販売していた
だきました

期
間
中
、
啓
発
活
動
と
し
て
、
北
信
ヤ
ク
ル
ト
中
野
営

業
所
ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
の
方
に
は
販
売
用
バ
ッ
ク
に
秋
の

火
災
予
防
運
動
啓
発
標
語
お
よ
び
住
宅
用
火
災
警
報
器

普
及
啓
発
文
を
掲
示
し
な
が
ら
町
内
販
売
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
小
中
学
生
が
描

い
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
入
選
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
10
日
は
、
長
野
都
市
ガ
ス
共
催
に
よ
り
ガ
ス
漏
れ

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
中
毒
防
止
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
火
災
予
防
啓
発
運

動
を
行
い
、
11
月
11
日
は
、
コ
メ
リ
ハ
ー
ド
＆
グ
リ
ー
ン

山
ノ
内
店
で
、
買
い
物
に
訪
れ
た
皆
さ
ま
に
火
災
予
防
啓

発
チ
ラ
シ
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
配
布
を
行
い
、
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
寒
い
冬
を
迎
え
、
暖
房
機
器
な
ど
使
用
す
る

機
会
が
増
え
ま
す
の
で
、
お
出
か
け
の
際
は
、「
火
を
消

し
て

不
安
を
消
し
て

つ
な
ぐ
未
来
」
の
統
一
標
語
の

も
と
、
火
災
予
防
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〜
11
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
秋
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
〜

▲保育園消火訓練の様子

▲町内啓発活動
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固
定
資
産
の
異
動（
変
更
）届
は
お
済
み
で
す
か
？

固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
）の
異
動

（
変
更
）を
し
た
と
き
は
、町
税
務

課
に
届
け
出
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。届
け
出
が
な
い
と
所

有
者
で
は
な
い
方
に
課
税
し
て
し
ま

う
な
ど
適
切
な
課
税
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、必
ず
届
け
出（
連

絡
）を
お
願
い
し
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
状
況
で
課
税
し
て
い
ま

す
。12
月
28
日
ま
で

に
届
け
出（
連
絡
）

を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
様
式
に
つ
い
て

は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
届
け
出
が
必
要
な
場
合

①
土
地
・
家
屋
の
利
用
形
態
の
変
更

田
を
畑
に
変
え
た
、
店
舗
を

住
宅
に
し
た
な
ど
、
利
用
形
態

を
変
更
し
た
場
合
。
た
だ
し
、

変
更
登
記
を
し
た
場
合
は
届
け

出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
家
屋
の
滅
失（
建
物
の
取
り
壊
し
）

｢

固
定
資
産
家
屋
滅
失
申
告
書

｣

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
滅
失
登
記
を
し
た
場
合
は
届

け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
未
登
記
家
屋
の
変
更

　
　
　
　
　
　
　（
所
有
権
移
転
）

登
記
さ
れ
て
い
な
い
建
物(

未

登
記
家
屋)

を
売
買
・
相
続
し
た

場
合
は
、｢

未
登
記
家
屋
所
有

権
移
転
申
告
書｣

を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

④
相
続
登
記
の
未
完
了

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を

受
け
取
る
方
が
亡
く
な
ら
れ

て
、
相
続
の
登
記
が
完
了
し
て

い
な
い
場
合
は
、
相
続
人
代
表

(

現
所
有
者)

の
届
け
出
が
必
要
で

す
。

〜
事
業
者（
法
人
・
個
人
）の
方
へ
〜

償
却
資
産
の
申
告
は
１
月
末
ま
で
に

償
却
資
産
と
は
、事
業
の
た
め

に
使
用
し
て
い
る
構
築
物（
前
述

の
家
屋
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
）、機
械
、備
品
等
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。そ
の
所
有
者
は
、毎
年
１
月

１
日
現
在
に
所
有
す
る
資
産
を
１

月
末
日
ま
で
に
申
告
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
に
申
告
の
あ
っ
た
方
に

は
12
月
中
旬
に
申
告
書
を
送
り
ま

す
の
で
、内
容
の
確
認
と
期
限
内

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、新
た
に
事
業
を
開
始
し

た
方
や
、既
に
事
業
を
行
っ
て
い
る

が
申
告
を
し
て
い
な
い
方
も
、必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

未
申
告
の
場
合
は
、地
方
税
法

お
よ
び
町
税
条
例
の
規
定
に
よ
り

罰
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

過
疎
法
に
よ
る
固
定
資
産
税
の

課
税
免
除
に
つ
い
て

対
象
と
な
る
業
種
は
製
造
業
、

旅
館
業
、農
林
水
産
物
等
販
売

業
、情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等
で
、令

和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た

特
別
償
却
設
備
に
対
し
て
、一

定
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
当

該
固
定
資
産
税
が
３
年
間
免
除

さ
れ
ま
す
。免
除
を
受
け
る
に
は
、

毎
年
１
月
末
日
ま

で
に
申
請
が
必
要
で

す
。詳
し
く
は
、町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。問

税
務
課

課
税
係

☎
33
‐
３
１
１
８

〈事例2〉
インターネットサイト上の

投資関連の広告にアクセスして
登録。投資信託会社のアシスタント
を名乗る者から『トレーダーは私たちに
富をもたらしてくれる。トレーダーの指示
に従うだけ』などとメッセージが送られて
きて、複数回にわたり相手から指定さ
れた口座に合計４８０万円を

振り込んだ
（飯山市　６0代男性）

〈事例 1〉
インターネットサイト上の

投資関連の広告にアクセスして
登録。投資家を名乗る者から『少
額でお金が増やせる』などとメッセ
ージが送られてきて、複数回にわた
り相手から指定された口座に合計

８３０万円を振り込んだ
（千曲市　40 代女性）

問
危
機
管
理
課

消
費
生
活
相
談
室

☎
33
‐
３
１
１
5

（
事
例
は
長
野
県
警
ニ
ュ
ー
ス
24
時
よ
り
）

      

『インターネット上の投資関連の広告』
からＬＩＮＥ（ライン）への登録を

誘導されるケースが多い

投資家を名乗る人物との
メッセージだけのやりとりは要注意！！

　投資詐欺被害の中には、「すぐに元が取れるからと」金融会社から借入れをするように指
示され、借金をしてまでお金を振り込んでしまうケースもあります。インターネット上に表示
される投資関連の広告には十分注意し、うまい儲け話を鵜呑みにしないようにしましょう！
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10
月
21
日
（
土
）
第
３
回
O
N
S
E
N
・

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

i
n
ス

ノ
ー
モ
ン
キ
ー
タ
ウ
ン
・
湯
田
中
渋
温
泉
郷

を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
来
町
し
た

参
加
者
1
3
6
名
が
、「
め
ぐ
る
」、「
た
べ

る
」、「
つ
か
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
約
7
.
4

㎞
の
温
泉
街
を
各
々
の
ペ
ー
ス
で
め
ぐ
り
ま

し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
内
に
は
１
km
程
度

を
目
安
に
7
か
所
の
「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ポ

イ
ン
ト
」
を
設
け
、
イ
ワ
ナ
の
塩
焼
き
や
り

ん
ご
で
育
っ
た
信
州
牛
ハ
ン
バ
ー
グ
、
地
元

山
ノ
内
町
産
の
農
産
物
や
地
酒
な
ど
を
ふ
る

ま
い
、
地
域
住
民
に
よ
る
お
も
て
な
し
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
山
ノ
内
中
学
校
と
中
野
立
志
館
高

校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
立
館
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
高

校
生
考
案
の
「
ほ
く
ほ
く
お
や
き
」
の
提
供

を
し
て
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
秋
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら

山
ノ
内
町
の
「
食
」「
自
然
」「
文
化
」
を
存

分
に
満
喫
し
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
町
民
の
皆

さ
ん
の
お
も
て
な
し
が
と
て
も
素
敵
で
し

た
。」「
美
味
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
ら

れ
て
大
満
足
で
す
。
山
ノ
内
町
を
１
日
堪
能

で
き
ま
し
た
。」
な
ど
嬉
し
い
声
が
届
い
て

い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
で
は
、
マ
ル
シ
ェ
会
場
を
設
け
、

イ
ベ
ン
ト
で
提
供
し
た
食
材
等
を
中
心
と
し

た
特
産
品
の
販
売
を
行
い
、
多
く
の
参
加
者

が
購
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
は
、
入

浴
券
を
配
布
し
温
泉
郷
の
癒
し
を
体
験
い
た

だ
き
、大
盛
況
の
う
ち
に
、幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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　10月 18日に初めての企画で “図書館へ行こ
う ”を行いました。館長さんより、蟻川図書館
ができた経緯をお聞きしました。また、楽しい
絵本の読み聞かせをしていただき、嬉しそうに
見ていました。図書館には魅力的な本がたくさ
んあり、ゆっくりと楽しそうに選んでいました。

ゆめっこ通信ゆめっこ通信 Vol .156

12/ ２（土）
受付9:50～

プレパパ・ママセミナー
これから出産を控えた、新米パパ・ママを対象
とした子育てセミナーを開催します。
★事前申し込みが必要です。

12/８（金）
集合10:15
開始10:30

クリスマス会
サンタさんも来てくれるかも？！
＊参加された方にはプレゼントがあります。
★前日までに予約をお願いします。

12/14（木）
集合9:45～

ぴよっこクラブ保健・栄養相談
保健師・栄養士による身体測定・育児相談
持ち物：母子手帳、タオル・飲み物、子どもノー
トなど
★ 12日（火）までに予約をお願いします。

12/15（金）
10:30 ～

リフレッシュ講座　AIさんの親子ダンス
持ち物：タオル・飲み物など
★前日までに予約をお願いします。

12/19（火）
10:30 ～
11:30

おしゃべりサロン
＊入室・退室は自由です。（予約不要）

12/22（金）
10:30 ～

１２月生まれのたんじょう会
★誕生者は前日までに予約をお願いします。

12 月の予定

 〇１月の予定
 11日(木) ぴよっこクラブ保健・栄養相談　16日(火) おもちゃの修理やさん　23日(火) おしゃべりサロン　26日(金) たんじょう会 
＊  １２月２９日（金）～令和６年１月３日（水）は年末年始休みになります。
　  新年のスタートは、令和６年１月４日（木）からに な ります。

問子育て支援センターゆめっこ　☎ 33-4778

　10月に結婚相談事業を手掛けている北信6市町村が合同で取り
組む広域連携婚活イベント「秋を丸かじりコン」を開催しました。
4年ぶりの開催となり、山ノ内町が担当幹事として当町を舞台に
企画運営をさせて頂きました。志賀高原の紅葉散策、新そば打ち
体験、渋温泉街散歩、りんごのお土産があり、当日は42名が参加
していただき、秋の山ノ内町を楽しみながら多く出会いが繋がり、
意外にも地元の人が初体験のことも多く、地元の魅力も感じて頂
けました。
　今までイベントは当町単独で企画運営していましたが、今回広
域連携だからこそ多くの参加者で催行が出来たことで、多くの方々
に支えられて活動出来ていると改めて実感しました。
　最近では多くの自治体が婚活事業に取り組んでいて、他市町村
や県外との意見交換する機会も増えてきました。これからも「婚活」
をしている人に出会いの選択肢、機会、進め方を考えながら、こ
の町から様々な取り組みが発信できるように引き続き活動してい
きます。

▶気になる人は
　インスタをチェック !!
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山
ノ
内
町
の
樹
木
の
診
断

花
と
緑
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

樹
木
医

山や
ま
も
と本

裕ひ

ろ

み美

問
建
設
水
道
課
景
観
維
持
係

☎
33
-3
1
1
4

▲ ヤノナミガタチビタマムシによる
被害

こ
ん
に
ち
は
。
メ
ン
キ
ン
で
す
。
今
号
は

10
月
に
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
ベ
イ
ル
町
に
つ

い
て
語
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

承
知
し
て
い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
山
ノ
内
町
と
ベ
イ
ル
町
は
友
好
交
流

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ

り
、
2
0
2
0
年
か
ら
は
交
流
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
収
ま

り
、
平
澤
町
長
に
交
代
し
、
交
流
を
再
開

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
1
9
年

に
ベ
イ
ル
の
代
表
団
が
当
町
を
訪
れ
て
お
り
、

今
回
は
山
ノ
内
町
か
ら
9
人
が
ベ
イ
ル
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

ベ
イ
ル
の
町
中
は
と
て
も
き
れ
い
で
、
歩

行
者
優
先
の
道
路
が
多
く
、
無
料
の
循
環

バ
ス
も
走
っ
て
い
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
、
ア

メ
リ
カ
の
リ
ゾ
ー
ト
地
は
違
う
と
実
感
し

ま
し
た
。
リ
ゾ
ー
ト
感
が
で
る

よ
う
に
色
々
な
工
夫
を
し
て
い
る

の
が
見
え
ま
し
た
。
ま
た
、
リ

ゾ
ー
ト
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

お
も
て
な
し
も
す
ご
く
、
食
事

は
た
く
さ
ん
の
お
い
し
い
レ
ス
ト

ラ
ン
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で

代
表
団
の
み
ん
な
に
カ
ウ
ボ
ー
イ

ハ
ッ
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
！！
僕
も

カ
ッ
コ
イ
イ
帽
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。僕

の
仕
事
内
容
は
、
通
訳
と
気
候
変

動
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
会
議
へ
の
参
加
で
し

た
。
会
議
は
2
日
間
で
、
難
し
い
話
が
多
く
、

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
色
々

と
勉
強
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

全
土
か
ら
自
治
体
、
団
体
、
会
社
な
ど
計

4
5
0
人
ほ
ど
参
加
し
、
意
見
の
交
換
や

実
績
発
表
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が

主
で
し
た
。

今
回
の
ベ
イ
ル
訪
問
は
い
い
人
と
会
え
、

希
少
な
経
験
が
で
き
、
充
実
し
た
交
流
に

な
り
ま
し
た
。

将
来
は
個
人
旅
行
で
行
っ
て
み
た
い
の
で

す
が
、
今
の
僕
の
お
財
布
で
は
行
け
な
い
で

す
（
笑
）。
メ
ン
キ
ン
の
勝
手
な
話
で
し
た
。▲現地にて

移
住
先
を
探
し
て
い
た
時
に
紹
介

し
て
も
ら
っ
た
山
ノ
内
町
の
中
古
民

家
。
大
き
な
ケ
ヤ
キ
が
気
に
入
り
、

二
十
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ケ
ヤ
キ
が
今
年
は
夏
頃
か
ら
茶

色
く
網
状
に
な
り
、
近
所
の
里
山
も

同
じ
状
態
。「
ヤ
ノ
ナ
ミ
ガ
タ
チ
ビ
タ

マ
ム
シ
」
が
大
発
生
し
て
い
た
の
で
す
。

と
て
も
小
さ
い
甲
虫
で
、
冬
は
ケ
ヤ

キ
の
樹
皮
の
中
に
も
ぐ
っ
て
冬
越
し
し

ま
す
。
初
め
て
の
こ
と
で
、
マ
ツ
や
サ

ク
ラ
の
よ
う
に
樹
勢
回
復
し
て
元
気

に
な
る
の
で
あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
が
、

今
は
様
子
を
見
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

象
山
公
園
の
マ
ツ
を
診
断
に
行
く

と
、
隣
を
流
れ
る
水
路
に
大
き
な
魚

が
。
三
本
あ
る
マ
ツ
は
大
き
な
松
笠

が
た
く
さ
ん
着
い
て
い
て
、
葉
の
色
も

黄
色
く
な
っ

て
い
て
、
地

面
も
湿
っ
て

い
る
の
で
マ

ツ
ク
イ
ム
シ

の
被
害
に
遭

い
や
す
い
環

境
で
す
。
マ

ツ
は
日
当
た

り
と
痩
せ
地

が
好
き
で
す
。

樹
齢
も
ア
カ
マ
ツ
は
百
年
ほ
ど
で
す
の

で
、
い
ず
れ
こ
の
ま
ま
で
は
樹
勢
は
衰

え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
地
元
の
方
の
共

有
の
認
識
が
な
い
と
、
何
で
伐
採
す

る
ん
だ
と
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

菅
十
王
堂
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
、
夏

に
二
回
ほ
ど
見
に
行
き
ま
し
た
が
、

周
囲
が
黄
色
く
枯
れ
て
お
り
、
除
草

剤
を
ま
い
た
形
跡
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
散
布
し
た
人
は
好
意
で
ま
い

て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
土
に
は
影

響
な
い
と
P
R
し
て
い
る
グ
リ
フ
ォ

サ
ー
ト
系
は
、
栄
養
が
吸
収
で
き
な

く
な
る
事
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
地
元

の
人
達
と
一
緒
に
有
機
肥
料
を
ま
い
て
、

情
報
を
共
有
化
し
て
、
こ
れ
以
上
弱

ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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できた玉2回目

挑戦中！！

笑顔でわっはっは

笑顔輝く

東小のヒーロー

　このコーナーでは、町内保育園、小学校、中学校の最上級クラスを紹介します。
11月号は、南小学校、東小学校の紹介です。

南小学校	 ６年　男子７名　女子７名　計 14名

　私たちが取り組んでいることの１つに『今日の目

標』があります。これは、朝の会で、その日の当番

が「今日の目標」を決め、帰りの会で振り返りをし

ます。そして、全員で達成できたら、ビー玉を一人

１つ容器に入れるようにしています。例えば「授業

中、余計な話はしない」「時間を守る」などです。

目標に達成に向けて取り組み、みんなで“できた”こ

とを大切にしてます。そこで、この玉を『できた

玉』と名付けました。『できた玉』を行うようにな

ってから廊下を走ることがなくなりました。意識す

ることで行動が変わりました。5月末から始めて、

８月に１回満タンになりました。今は、２回目に挑

戦中です。

東小学校	 ６年　男子 16名　女子 13名　計 29名

　学級目標を「最高の笑顔かがやく　だれとでも仲よくできる　東小のヒーロー」とし、笑顔いっぱいの東小

になるようにがんばっています。運動会では、「じゃんけん５」や短距離走で号砲に合わせて全員が倒れるコ

ントなど、運動会を更に楽しむことができる企画を自分たちで考えました。楽しいと思えることを全力ででき

るところが私たちの持ち味です。総合的な学習の時間では、「ＹＯＵは何しに

山ノ内へ」と題し、外国人観光客や日本人観光客の方へのインタビュー活動を

通し、山ノ内町の魅力を外からの視点でも調べています。残り半分を切った小

学校最後の年、６年生２９名の仲間と最高の笑顔で過ごしていきたいです。
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　ベイルとアスペンの中間地点にあるアイロン・
ホットスプリングス（温泉）を視察しました。アメ
リカ人の温泉の楽しみ方を見てきました。
　途中でカッパーマウンテンにも立ち寄り、フリー
スタイルのトレーニングセンターであるウッドワー
ドを視察させていただき、デンバーに戻り、翌日の
フライトで帰国しました。

　ベイル町訪問で興味深かったのは、ベイル町はリ
サイクルに力を入れており、ごみのリサイクル率が
３７％になり、５０％を目指しているそうです。特
に力を入れているのが、ごみ自体を減らす努力で、
コンポスト（堆肥）施設を作り、業務的な生ごみも
コンポストに回しています。１５分おき町中を走る
バスは基本的に無料で、電気バスも導入されていま
す。財源は観光税（宿泊税・リフト税など）や、消
費税も入っており、様々な町民サービスが充実して
いました。
　議会の仕組みも日本とは違い、町長は議会から選
出されるので山ノ内町の議長のような立場。議会が
方向性を決めて、議会が選んで雇ったタウンマネー
ジャーが執行側のトップで町の運営をしています。
タウンマネージャーが山ノ内町での町長のような仕
事内容でした。
　町中の立体駐車場の一角にスケートボード場が整
備されており、誰もが無料で楽しめ、町を流れるゴ
ア川ではフライフィッシングが盛んでした。
　ベイル町にはとても温かく受け入れていただき、
これからも情報交換だけではなく、子どもたちの交
流や、イベントなどでも何か繋がりを探していこう
ということで合意してきました。

Academy）というスキーなどのアスリート育成に
特化した公立学校がありました。冬の間は午前中ト
レーニング、午後１時～５時まで授業を行い、大学
進学率１００％な上、現役ワールドカップ選手も多
数輩出している文武両道の学校でした。

▲ベイル町の施設視察

▲アイロン・ホットスプリングス（温泉）

▲町内に設置されているゴミ箱

▲電気バス ▲充電スタンド
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　10月16日から20日にかけて、2018年に友好都市提携をしたアメリカ・コロラド州ベイル町に訪問してき
ました。
　ベイル町は世界有数のスキーリゾートで、スキー場の大きさは志賀高原の５倍ぐらいです。また、町の標
高が2400m、スキー場の山頂が3500mという町です。
　コロナで止まっていた友好交流の復活と両町の交流再開に向けて、代表団を組織して渡米してきました。

　夕方にベイル町に到着し、ベイル町のＫ
キ ム

ＩＭ
新町長や、ベイル町職員で今回の訪問を調整してく
れた担当者のＡ

ア ビ イ

ＢＢＹさんなどにもお会いしました。
その後、夕食を共にして両町の現状の情報交換と友
好交流の取り組みを再開することを約束しました。
　ＫＩＭ町長は以前議員として来町されています。

　昼間はベイル町を案内していただき、ベイル町の
抱える問題や取り組みなどについてお話を伺いまし
た。ごみ問題、住宅問題、顧客満足度の向上など、
観光地ならではの問題も多く、山ノ内町と同じよう
な問題を抱えていることを知りました。
　夕方にはベイル町議会にも出席させていただき、
改めて山ノ内町の紹介を自らさせていただきました。
その後ベイル町議会で山ノ内町との交流関係の再開
を書面決議していただきました。

　私とメンキン（観光商工課所属・国際交流員）は
ベイル町で開催されている、全米の山岳自治体が
集まった環境会議に出席しました。地球温暖化に
どのように対応するか、それぞれのスキー場や自治
体、団体の取り組みを2日間かけて共有したり話し合
うサミットで、日本の自治体としての参加は多分初
となります。スキー場の運営会社にも環境対策担当
がいて、有名なスキー場の取り組みなども発表され
ていました。それ以外では、ベイル町職員の案内で、
スキー・スノーボードクラブの視察やインフォメー
ションセンターの視察、公共交通や消防など、町の
様々なところを視察させていただきました。スキー&
スノーボード クラブ ベイルは歴史の古いスキークラ
ブで、過去にスキーアルペンの世界選手権を3回開催
しており、会員数700人というクラブです。
　ベイル町内には、ベイル・マウンテン・スクール
という私立学校があり、５年生から12年生が在籍。
山ノ内町との交流に前向きな姿勢でした。また、ベ
イル町の近くには、ＶＳＳＡ（Vail Ski Snowboard 

名前

▲左からＫＩＭ町長、平澤町長

▲ベイル町議会での様子

▲スキー&スノーボード クラブ ベイル

ＫＩＭ町長はスノーモンキーのTシャツ
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　町は9月議会で「ゼロカーボンシティ宣言」を行い

ました。

　当町は国内有数のウインターリゾートとして知られ、

また、昼夜の寒暖差が大きい気候風土が産み出す高品

質な農産物など、自然の恩恵を受け発展してきました。

降雪量の減少や極端な気象の増加をもたらす地球温暖

化は、観光と農業を基幹産業とする当町にとって極め

て大きな脅威となっています。

　こうした危機感を町民全体で共有し、2050年まで

に二酸化炭素の排出量実質ゼロを目指して、地球上の

一つの地域として、二酸化炭素排出量実質ゼロの実現

に寄与することを意思表示するために宣言したもので

す。

▶「デコ活」ホームページ

　二酸化炭素排出量の削減のために、「食品の食べ切

り、食材の使い切りで食べ残しゼロ」「ごみはできる

だけ減らし、資源としてきちんと分別・再利用する」

「できるだけ公共交通・自転車・徒歩で移動する」

「LED・省エネ家電などを選ぶ」「環境にやさしい次

世代自動車を選ぶ」「電気代をおさえる断熱省エネ住

宅に住む」など、ま

ずは、私たち自身が

できることからはじ

めてみましょう。

　環境省ではこのような取り組みをデコ活アクション

として推進しています。

　「デコ活」～くらしの中のエコろがけ～（脱炭素に

つながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動）とは

　2050年カーボンニュートラルおよび2030年度二酸

化炭素削減目標の実現に向けて、脱炭素につながる新

しい豊かな暮らしの実現に向けた国民の行動変容、ラ

イフスタイル転換のうねり・ムーブメントを起こすべ

く、新しい国民運動を開始し、世界に発信するという

趣旨のもとで、環境省が展開中の運動です。

私たちができることからはじめよう

自動車
約20％

家庭から
約30％

産業等
約50％

二酸化炭素排出量の半分は日常生活から

排出CO2 吸収CO2排出CO2

吸収CO2

排出量と吸収量
の均衡

現在 2050年
排出量実質ゼロ

ゼロカーボンイメージ

ゼロカーボンシティを宣言

▶町公式ホームページ

　2020年10月、政府は2050年までに温室効果ガスの

排出を全体としてゼロにする、カーボンニュートラル

を目指すことを宣言しました。「排出を全体としてゼ

ロ」というのは、二酸化炭素をはじめとする温室効果

ガス「排出量」から、植林、森林管理などよる「吸収

量」を差し引いて、合計を実質的にゼロにすることを

意味しています。これを踏まえ、2050年までに二酸

化炭素実質排出量ゼロに取り組むことを表明した地方

公共団体のことをゼロカーボンシティといいます。

（環境省ホームページ引用）

ゼロカーボンシティとは？？

　森林が町土の約90%を占める自然豊かな当町です

が、それでも二酸化炭素の排出量が吸収量を上回ると

推計されているのが現状であり、町全体の排出量の約

30％は家庭から、約20％は自動

車からの排出と推計されていま

す。町から排出される二酸化炭

素排出量の半分程度は、私たち

が日常生活を送るうえで排出さ

れているものと考えられます。

問健康福祉課　環境係　☎33-3116

当町における二酸化
炭素の排出量割合
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 １０月７日、町保健センターで「おやこで

料理にチャレンジ（おやこの食育）」を行いま

した。

最初は徳竹栄養士に、食育５つの力につい

てクイズを出してもらいながら教わりました。

その後、各テーブルに分かれ食生活改善推

進協議会の皆さまに料理の手順や調理の方法

を聞きなら３品（おにぎり３きょうだい、お

からといわしのフォンデュハンバーグ、かぼ

ちゃの丸ごとナッツサラダ）を作りました。

細かい作業も多くて大変でしたが、親子で

協力して完成させました。「頑張ったから、お

問教育委員会生涯学習係　☎33-1102

　　食育５つの力とは

１食べ物の味がわかる力

２�食べ物のいのちを感じる力

３食べ物をえらぶ力

４料理ができる力

５�元気なからだがわかる力

　脳卒中は脳の血管がつまる（脳梗塞）か、やぶれる（脳出血）のことで、冬は脳出血が多くなる傾
向があります。寒い冬場は体温を逃さないように血管が収縮して血圧が上昇しやすくなります。高血
圧を放置していると血管が傷んでもろくなっていることがあり、急な寒さなど気候に伴う急激な血圧
上昇に耐えられず、血管が破れる可能性が高まります。
　脳卒中は突然発症します。後遺症を軽くするために早期に治療を開始することが大切です。

問健康福祉課　健康づくり支援係　☎33-3116

脳卒中のサインを知っていますか？

あなたと大切な人を守る合言葉「Fast」を覚えましょう

麻痺があると…
　　　顔の片側がさがる
　　　顔のゆがみがある

うまく笑顔がつくれますか？

Ｆ：Face 　顔の麻痺

Ａ：Arm　腕の麻痺
腕に麻痺があると…
　片方の腕に力が入らない

両腕を挙げたままキープできますか？
※足の麻痺もあります

言葉の障害があると…
　　　思うように言葉が出ない
　　　ろれつが回らない

短い文をいつもどおり話せますか？

Ｓ：Speech　言葉の障害

Ｔ：Time（発症時刻）発症時刻を確認し
て早急に救急要請を！

　上記の症状（F・A・S）が一つでも見られたら脳卒中の可能性が約70％あると言われています。発
症してから限られた時間内にしかできない治療がありますので、症状に気が付いたら発症時間を確認
して迷わず救急車を呼びましょう。
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メ
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ル
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ざ
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ま
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マ
レ
ー
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で
の
第
４
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ろ
う
者
サ
ッ

カ
ー
世
界
選
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権
大
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終
え
た
星
河
さ
ん

に
話
を
伺
っ
た
。

「上手くな
るためには

　　　　　
楽しむこと

から！」
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星河　真一郎 
    －ほしかわしんいちろう－
　山ノ内町出身、 2 4 歳。
F.C.ATLAS所属サッカー選手。
第４回ろう者サッカー世界選
手権大会（2023）の日本代表
メンバーに選出され、銀メダ
ルを獲得。2025年東京デフリ
ンピックを目指す。

星河
真一郎



〜
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
水
資
源
〜

▲ 志賀高原ユネ
スコエコパー
ク公式HP

10
月
13
日
、
関せ

き

賢け
ん
い
ち一
先
生
に

よ
る
恒
例
の
保
健
イ
ベ
ン
ト
が

山
ノ
内
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、
保
健
委
員
会
の
生

徒
た
ち
が
中
心
に
な
り
運
営
を
行

い
、
対
話
し
な
が
ら
の
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

講
演
前
、
関
先
生
は
生
徒
た
ち

に
「
お
も
し
ろ
・
お
か
し
く
」
伝

え
た
い
と
言
っ
て
い
た
通
り
、
1

時
間
の
講
演
の
間
、
生
徒
た
ち
の

笑
顔
が
絶
え
る
こ
と
な
く
、
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
体
力
と
は
生
き

る
力
で
あ
り
、
体
力
に
は
行
動
を

起
こ
す
„
行
動
体
力
“
と
、
災
害

な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
た
際
に
身
を

守
る
„
防
衛
体
力
“
が
あ
り
、„

防
衛
体
力
“
を
意
識
す
る
こ
と
の

重
要
性
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
生

徒
の
親
世
代
と
生
徒
の
世
代
の
体

つ
く
り
の
違
い
な
ど
最
新
の
健
康

デ
ー
タ
を
使
い
わ
か
り
や
す
く
お

話
を
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
た
ち
も

真
剣
な
顔
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。講

演
の
最
後
は
„
山
中
体
操
“

の
最
新
版
の
お
披
露
目
で
す
。
今

年
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
11
。
こ
れ
か
ら

毎
朝
、
学
校
中
に
「
パ
ワ
ー
！
」

の
一
言
が
響
き
渡
り
ま
す
。

関　賢一 -せきけんいち-

　山ノ内町出身、49歳。アスレ
ティックトレーナー。
　20年以上に渡り運動相談で、
町民の身体の不調についての悩
みの相談に応じる。６月には町
より『つなぎびと』に任命。

山ノ内一
受けたい授業!!受けたい授業!!

▲講義の様子

毎
年
11
月
３
日
は
国
際
生
物
圏
保
存
地
域
（
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
）
の
日
で
す
。
2
0
2
3
年
11

月
現
在
、
世
界
1
3
4
か
国
7
4
8
か
所
（
こ

の
う
ち
日
本
国
内
は
10
か
所
）
が
生
物
圏
保
存
地

域
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
志
賀
高
原
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
は
1
9
8
0
年
に
国
内
で
初
め
て
登
録

さ
れ
た
地
域
の
１
つ
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、
豊
か
な

生
態
系
を
有
し
、
地
域
の
自
然
資
源
を

活
用
し
た
持
続
可
能
な
経
済
活
動
を
進

め
る
国
際
的
な
モ
デ
ル
地
域
で
す
。

志
賀
高
原
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に

お
け
る
自
然
資
源
の
代
表
的
な
も
の
と

し
て
は
、
山
々
か
ら
流
れ
る
豊
富
な
雪

解
け
水
や
湧
水
が
あ
り
ま
す
。
火
山
地

形
上
に
は
湖
沼
や
湿
原
、水
源
涵
養（
か

ん
よ
う
）
機
能
を
有
す
る
森
林
が
多
く
、

大
量
の
水
を
保
水
し
て
い
ま
す
。
川
の

上
流
地
区
に
あ
た
る
志
賀
高
原
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
緩
衝
地
域
で
は
、
水

源
地
の
自
然
環
境
の
保
全
、
水
路
・
上

下
水
道
等
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
豊
富
な
水
資
源
は
、
農
業
用
水
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
移
行
地

域
の
田
畑
に
は
、
高
原
内
の
沢
や
湖
沼

か
ら
引
い
た
堰
（
用
水
路
）
が
古
く
か

ら
整
備
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
が
地

区
ご
と
に
水
利
組
合
等
を
組
織
し
、
水

争
い
や
枯
渇
の
な
い
よ
う
に
持
続
可
能

問
観
光
商
工
課
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
係

☎
33
-1
1
0
7

▲山ノ内町の 堰マップ（写真は上条堰）

な
利
用
を
し
て
き
ま
し
た
。
自
然
の
恩
恵
を
受
け

つ
つ
自
然
を
守
る
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
こ
と
は
、

こ
の
地
域
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た

理
由
の
１
つ
で
す
。
先
人
た
ち
の
多
大
な
労
苦
に
よ

り
整
備
さ
れ
た
志
賀
高
原
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

水
資
源
は
、
現
在
も
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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東
京
都
足
立
区
と
山
ノ
内
町
の
友
好
自
治

体
提
携
40
周
年
を
記
念
し
、
10
月
24
日
に
や

ま
び
こ
広
場
で
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

足
立
区
か
ら
は
工く

ど

う藤
信し

の
ぶ

副
区
長
、
区
議
会
の

長
井
ま
さ
の
り
副
議
長
ら
が
来
町
し
、
平
澤

町
長
、
湯
本
町
議
会
議
長
ら
と
と
も
に
足
立

区
か
ら
提
供
さ
れ
た
桜
の
木
３
本
を
植
え
ま

し
た
。
ま
た
、
植
樹
中
は
「
志
賀
高
原
森
の

ふ
く
ろ
う
コ
カ
リ
ナ
合
奏
団
」
の
メ
ン
バ
ー

２
０
名
が
コ
カ
リ
ナ
の
演
奏
で
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

足
立
区
と
の
交
流
は
、
昭
和
18
年
か
ら
20

年
の
戦
争
末
期
に
、
足
立
区
よ
り
当
町
へ
約

1
8
0
0
名
の
学
童
が
疎
開
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
そ
の
後
、
学
童
疎
開
を
し
た

人
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
交
流
活
動
が
始
ま

り
、
昭
和
57
年
10
月
1
日
に
友
好
自
治
体
提

携
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

友
好
自
治
体
提
携
が
結
ば
れ
て
以
降
、
子

ど
も
達
や
市
民
団
体
の
交
流
を
中
心
に
、
多

く
の
人
が
相
互
に
往
来
し
絆
を
深
め
て
き
ま

し
た
。
山
ノ
内
町
友
好
交
流
協
会
で
は
毎
年

７
月
下
旬
に
「
足
立
の
花
火
ツ
ア
ー
」
を
実

施
し
て
お
り
、
今
年
は
過
去
最
多
の
約
74
万

人
が
訪
れ
た
大
人
気
の
花
火
大
会
「
足
立
の

花
火
」
を
、
お
得
に
、
そ
し
て
快
適
に
楽
し

む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
足
立
区
と
の
交
流
に

興
味
が
あ
る
方
は
、
来
年
の
ツ
ア
ー
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
そ
う
い
っ
た
交
流
行
事
に
ご
参
加

い
た
だ
か
な
く
て
も
、
先
人
達
の
交
流
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
覚
え
て
い
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
今
後
も
交
流
を
続
け
て

い
く
た
め
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

先
人
達
が
深
め
て
き
た
友
好
の
絆
が
、
後

世
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
、
今
後
も
町

民
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。▲左から平澤町長、工藤副区長▲植樹会場（やまびこ広場）にて

問
総
務
課

移
住
交
流
推
進
係

☎
33
‐
３
１
１
1

問総務課　企画係　☎33-3111

開かれた町政の推進のため、町民の皆さまから町や町長に対しての
質問を公募しています。

　広報やまのうちを拝読し、地球温暖化対策を進めたいという町の意向を知りました。　
　山ノ内町は温泉の豊かな土壌のため、地熱資源が豊富であると考えられます。地熱発電が全発電量の30％を
占めているアイスランドの取組みを参考にするのはどうでしょうか。地熱発電や温水を利用した暖房を使用な
ど、地熱資源を利用した発電方法を取り入れる計画はありますか？
　また、CO₂実質ゼロに向けて公用車のEV化を挙げられていました。EV車は確かに走行中にはCO₂を排出しま
せんが、動力に必要な電気を発電する際にCO₂が排出されますし、EV車製造時にも排出されるため、トータル
で考えると本当に排出量の削減につながるのか疑問です。またEV車のバッテリーに必要なレアメタルを得るた
めに過剰な採掘の問題や、バッテリーの再利用が難しいこと、バッテリー廃棄による環境汚染も懸念されてい
ます。地球環境のための取組みとして公用車のEV化が正しいのか疑問に思います。町としてはどのようにお考
えでしょうか。 （33歳・女性・公務員）

　地熱発電につきましては、すでに国内の発電事業者による町内のポテンシャル調査に入っています。今後、発
電事業者による事業が進捗するのであれば、地域のニーズも確認したうえで町と連携したいと考えています。
　また、温水を利用した暖房に関しては、平成23年度から「山ノ内町温泉熱利用設備導入支援補助金交付要綱」
を定めて、温泉熱を利用した省エネルギー設備等を整備する事業に対して補助金を交付しております。
　公用車のEV化について、質問者様のご提案のとおり、EV車の稼働に使用する電力電気については、化石燃料に
よる発電も含まれることになります。また、山ノ内町の気候を考慮すると冬期間の燃料効率も気になるところで
す。このため、町ではEV車だけではなく、ハイブリットやe-powerなど、行政サービスの効率化に適した形を検
討しながら、従来型のエンジンと比較してより環境に優しい公用車の運用方法を検討しているところです。

～町からの回答～

令和5年10月6日付け受理分

26令和5年11月 広報



10
月
25
日
、
ほ
な
み
保
育
園
の
園
児
14

名
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
リ
ン
ゴ
の
収
穫
を

行
い
ま
し
た
。

10
月
27
日
、
や
き
い
も
大
会
を
行
い
ま

し
た
。
ホ
ク
ホ
ク
の
や
き
い
も
を
美
味
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

27 令和5年11月 広報
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令和5年10月1日から10月30日までに町
に掲載希望の届け出があったものです。（届け出
による記載、敬称略）

工事関係

※
詳
し
く
は
蟻
川
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
新
刊
案
内
」「
利
用
の
手

続
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
蟻
川
図
書
館

☎
33-

１
１
８
４

『
魔
女
の
一
日

魔
女
に
な
る
た
め
の
秘
密
』

飯
島
都
陽
子
作

山
村
浩
二
絵

金
の
星
社

も
し
、
噂
で
聞
い
た
魔
女
の
家
に
そ
っ

く
り
な
家
が
目
の
前
に
現
れ
た
ら
？
勇
気

の
あ
る
人
は
扉
を
あ
け
て
み
て
！

（
５
〜
７
歳
以
上
）

『
ぬ
ま
の
1
0
0
か
い
だ
て
の
い
え
』い

わ
い
と
し
お
作

偕
成
社

ぬ
ま
が
舞
台
で
、
淡
水
に
く
ら
す
い
き

も
の
た
ち
が
ウ
ズ
を
出
迎
え
ま
す
。
ど
ん

な
い
き
も
の
た
ち
が
い
る
の
で
し
ょ
う
？

（
３
歳
か
ら
）

氏　名 地　区

須
す だ

田 諭
さとし

山
やまぐち

口 洋
よう こ

子

本郷

長野市

P
パ ル マ ―

ALMER D
デイビッド

AVID

山
やまもと

本 千
ちあ き

明

カナダ

湯ノ原

『
う
る
さ
い
こ
の
音
の
全
部
』　
　
　
　
　

 
 

高
瀬
隼
子
著

文
藝
春
秋

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
働
く
主
人
公
の
日
常
は
、
ペ
ン
ネ
ー

ム
で
書
い
た
小
説
が
文
学
賞
を
受
賞
し
出
版
さ
れ
て
か
ら
軋

み
は
じ
め
る････

。

『
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん

続
』

　
　
　
　
　

黒
柳
徹
子
著

講
談
社

一
人
ぼ
っ
ち
の
ト
ッ
ト
を
乗
せ
て
夜
行
列
車
は
走
り
は
じ

め
た
。
国
民
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
待
望
の
続
編
！
み
ん
な
が
会

い
た
か
っ
た「
そ
の
後
」
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
。

(10月分)
入札執行日
　または
落札決定日

工　事　名 落札者 落札額 担当課

R5.10.25 令和５年度　国土保全特別対策事業　上条工区 ㈲北武土建 2,260,000円 農林課

R5.10.25 令和５年度　国土保全特別対策事業　佐野工区 湯本建設㈱ 1,580,000円 農林課

R5.10.25 令和５年度　側溝整備工事　町道元湯中央通線 ㈱池田商事 2,100,000円 建設水道課

R5.10.25 令和５年度　側溝整備工事　町道横堰星川橋線 山岸木材㈱ 2,260,000円 建設水道課

R5.10.25 令和５年度　橋梁補修（長寿命化）工事　山田橋 ㈲北武土建 6,690,000円 建設水道課

R5.10.25 令和５年度　橋梁補修（長寿命化）工事　一本橋 ㈱池田商事 6,800,000円 建設水道課

R5.10.25 令和５年度　橋梁補修（長寿命化）工事　角間２号橋 湯本建設㈱ 6,050,000円 建設水道課

R5.10.25
令和４年度土砂災害対策道路事業　道路
施設設置工事（繰越）安代坂第２工区

湯本建設㈱ 12,500,000円 建設水道課

氏　名 保護者 地　区

兒
こだま

玉 直
ただ し

士
文彦

奈津江
沓野

湯
ゆもと

本 覇
は く

琥
孝之

瑞穂
穂波温泉

おくやみ
出生 婚姻

氏　名 享　年 地　区

小
こまつ

松 朝
あさ

94 横倉

山
やまもと

本 典
のり こ

子 96 蓮池一

佐
さとう

藤 富
とみひろ

博 55 本郷

竹
たけふし

節 正
ただし

89 沓野

山
やまもと

本 篤
あつ こ

子 88 湯田中

渡
わたなべ

邉 美
み ち こ

智子 77 湯田中

関
せき

　ナミ 96 上条

山
やまもと

本 清
きよふみ

文 84 佐野

山
やまもと

本　さちえ 94 沓野

小
こばやし

林 久
ひさよし

吉 81 上条

寺
てらだ

田 昭
あきよ

代 89 湯河原

田
た な か

中 久
ひさよし

吉 67 渋

山
やまざき

嵜 敏
と し お

男 83 裏落合

委託購入関係
入札執行日ま
たは

落札決定日
工　事　名 落札者 落札額 担当課

R5.10.25 令和５年度公共下水道管渠点検業務委託 ㈱下田土建 2,000,000円 建設水道課

R5.10.25
令和５年度（県補）観光地等魅力向上森
林景観整備事業業務委託　琵琶池周辺

北信州森林組合 1,800,000円 農林課

訂正とお詫び
広報やまのうち10月号「入札結果」におい
て工事名に誤りがありました。正しくは次
のとおりです。

正：令和５年度　やまびこ広場倉庫棟外部改修工事

誤： 令和５年度　湯田中駅前温泉楓の湯・楓の館等

改修工事

多変ご迷惑をおかけしました。
お詫びして訂正いたします。
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問健康福祉課健康づくり支援係　☎33-3116  

    

『広報伝言板』
『ホームページ』も
ご覧ください

町からのお知らせ、イベ
ント・講演会の開催、参加
者等募集などは、月２回
（10日頃と25日頃）発行の
『広報伝言板』をご覧くだ
さい。
https://
www.town.
yamanouchi.
nagano.jp/
soshiki/kikaku/
gyomu/koho/
koho/koho_
yamanouchi/764.html

  
心配ごと相談

12月８日(金)　9:00 ～ 12:00
土地、財産、行政への要望など、どのようなこと

でもお気軽にご相談ください。相談無料、秘

密は固く守られます。なお、相談を希望され

る方は、事前予約をお願いします。

件　数    0件      (12)
死　者    0人        (0)
傷　者    0人      (16)
※累計は変動します

火　災      2件   （9）
救　急   　79件（927）
救　助      0件   （5)

28,192円
前年比     +1.55％

11,323人
男       　5,538人
女     　  5,785人
前月比       -36人

4,974世帯
前月比     -14世帯

平均気温
12.7℃

（13.8℃）
最高気温
23.3℃

≪10/20 12:20≫
最低気温
3.4℃

≪10/22 4:27≫
降水量98.2mm
（108.6mm）
平均日照時間
3時間6分

（4時間36分）

人口11.1現在
(住民基本台帳)

気象　10月
( )は過去5年間の

平均

国保加入者一人
当たり支払った
医療費  9月

交通事故10月
( )は１月からの累計

119番情報9月
( )は１月からの累計

問健康福祉課介護支援係　☎33‐8411
場所　地域福祉ｾﾝﾀｰ健康相談室

いろいろな暴力についての相談

夫やパートナーから身体的な暴力、ことば

や態度による暴力等でお悩みの方はご相

談ください。

問教育委員会人権政策室　☎33‐1102
 長野県女性相談センター
 ☎026‐235‐5710

＜材料＞　　4人分
鶏むね肉　　1枚
片栗粉　　　小さじ１
しょうが（薄切り）5枚
増毛醤油　　大さじ１と１/ ２

鶏むね肉のしょうが照り煮
料理タイトル

●乳幼児健康診査　保健センター
　１２/１５(金 )４か月児・７か月児
　　　　　　　　　　１３：００~１３：１５（受付）

※当番医師は、変更になる場合があります。

中野保健センター内(信州中野駅前)☎23-2255　
９：００～１２：００、１３：３０～１７：００ 

●中高医師会 休日診療所

12/３(日) 熊木医師 12/10(日) 油井医師
12/17(日) 保倉医師 12/24(日) 安部医師
12/31(金) 坂江医師

●もぐもぐ教室　保健センター

●母子保健相談

表示分量（一人分）： 　 エネルギー：94cal　たんぱく質：10.7ｇ　脂質：0.8g　炭水化物：6.3g　
食塩相当量：0.6ｇ

やまのうち減塩プロジェクト推奨「増毛醤油（減塩醤油）」を使った料理を紹
介します。

毎週月曜日　９：００～１２：００　全町民対象
●健康相談　保健センター

母子コーディネーター・栄養士による個別相談です。
※ 事前予約制となります。健康づくり支援係までお問
い合わせください。

１２/２１(木）　９：３０～１０：００（受付）
※ 事前予約制となります。健康づくり支援係まで
お問い合わせください。

チンゲン菜　 １/ ２束
砂糖 大さじ１
みりん 大さじ１

ポリ袋に材料を入れたまま調
理するため、鍋が汚れず、洗
い物が少なく済みます。

＜作り方＞
①鶏むね肉の皮をとり、身をフォークでさす。
② しょうがを薄切りにしておく。チンゲン菜はゆでて、食べや
すい大きさに切ってゆでておく。

③ ポリ袋に①と②と調味料を入れ、片栗粉を加え、袋の外から
よくもみこむ。袋の中の空気をよく抜いてから、袋の口を結
ぶ。

④ 沸騰した鍋に入れて約 20分加熱し、取り出す。袋から出し
た鶏肉を食べやすい大きさに切って器に盛り、ゆでた青梗菜
を添える。
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柏崎市谷川新田美
びでん

伝の会が町長訪問

平成 25年度に柏崎市と山ノ内町で災害時応援協定を締結し
てから10年の節目を迎え、協定を契機に桜の縁で「宇木古
代桜ふるさと実行委員会」と交流を深めている「谷川新田美
伝の会」一行が町長を訪問されました。櫻井柏崎市長から、
今後も災害時にかかわらず交流を深めたいとのメッセージを
いただきました。

新鮮な野菜を食べて元気に育ってほしいという願いを込めて、
乳幼児健診でレシピを添えて野菜のプレゼントをしました。
町の食改さん、保健補導員さんのご厚意で野菜を提供いた
だいています。野菜提供にご協力頂ける方は健康づくり支援
係までご連絡をお願いします。

山ノ内町人権擁護委員による啓発活動

人権擁護委員による啓発活動が、児童クラブと保育園で実施さ
れました。北部児童クラブでは、人権擁護委員から今後生活し
ていくうえで大切にしてほしいことなどお話しがありました。また、
会場では、人権イメージキャラクターの人KENまもる君、人
KENあゆみちゃんが登場し、大歓声があがりました。

デマンドバス乗り方講座開催10/27

山ノ内町コミュニティバス「楽ちんバス」の新たな取り組みと
して乗車時間を自由に選べるデマンドバス「チョイソコやま
のうち」の実証運行を12月1日より3か月間実施します。こ
れに伴い、利用者の皆様への説明会 (全 13回 )を実施しま
した。運行に向けてのご心配や期待など、たくさんのご意見
をいただくことができました。ぜひ、実際にご利用いただき、
感想をお聞かせください。

10/13
24

10/27

10/20

須賀川そば法印さんと新そばまつり

すがかわふれあいセンターで開催され、新そばや法印焼きな
どが販売されました。当日は多くの方でにぎわい、地元の旬
の味を楽しんでいました。

10/28 多目的トイレと授乳室を設置

保健センターに、多目的トイレと授乳室を新たに設置しまし
た。おむつ替えや授乳が必要な際には、お気軽にご利用くだ
さい。

29

乳幼児健診で野菜のプレゼントを実施

10/ ～
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第６次総合計画将来像　未来に羽ばたく　夢と希望のある　健康な郷
ま ち
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